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研究概要

1)旧世界ザル,特にマカクに関する形態学的

研究

岩本光雄

スラウェシマカクの種分化,進化を解明する形

態学的研究を,渡辺毅 (椙山女学園大学 ),浜田

扱 く日本モンキーセンター),パンパン･ス.)≡

プロト(インドネシア共和国ボゴール農科大学 ),

他と共に進めた｡前年度実施した文部省科学研究

費補助金 (海外学術調査 )による現地調査 ･研究

の取 りまとめである｡

ニホンザルに関しては,現生ニホンザルの皮膚

隆線系の分析と,若干の化石の観察 ･検討を進め

た｡今後,これらの形態学的側面から,ニホンザ

ルの時代的変化と地域的変異について考察を加え

たいと予定している｡

2)詔長持のロコモーションと運動器の研究

木村 賛

現生正長獄のロコモーションと運動器の比較研

究を行っている｡これを通してのヒトの進化過程

の検討が行われている｡この研究の一部は共同利

用研究計画研究 ｢運動器からみた詔長規の系統発

生｣とも開運している｡

(け チンパンジーロコモーションの個体発達

チンパンジーのロコモーション,特に平地二足

歩行の個体発達の運動力学的測定を行っている｡

現在3頭のチンパンジーの縦断的観察が行われて

いる｡本年度は特にテレメータによる加速度測定

を行い,重心移動についての検討を行った｡

(") 四肢躯幹骨の発達

骨の個体発達について調べるため,まずニホン

ザルの骨端線の閉鎖についての基準を作成してい

る｡200体以上の年齢既知の個体の発選を調べて,

性差,亜種差についての知見をえた｡この研究は

浜田槌 (日本モンキーセンター)との共同研究で

ある｡

QiD 関節運動の力学的検討

後肢関節の可動域と力学特性を測定し,ロコモ

-ションと関連して検討を行っている｡本年度は

テナガザル4頭.クモザル1頭の生体においてRrJ

定を行い,特に膝関節可動域の考察を行った｡こ

の研究は共同利用研究員山崎信5,遠藤博史 (顔

応大学 ),岡田守彦,森本光彦 (筑波大学 )との

共同研究である｡

3)霊長類頭蓋骨の形態学的研究

毛利俊雄

ニホンザルの舌下神経管の分割状態について,

｢ヒトの非計測形質｣研究班会議で発表した｡串

島のニホンザルの頭骨を観察し,多くの非計測形

質,特に鼻骨周辺の縫合などでは,ほとんど画一

的といってもよいほど変異が少ないことを兄いだ

した｡東滋,小林秀司,高井正成とともにヤク(

ニホン)ザルの骨格を収集した｡

正準判別分析を用いて新世界ザルの頭骨計測値

の眉間比較を行ったところ,新世界ザルの伝統的

な二分法とローゼンバーガーによる二分法は正準

変量 1,2の.Rキャタグラム上で互いに垂直なふ

たつの直線で表現されるという興味深い結果をえ

た｡

4)鮮新世および更新世初期のヒト科化石,特

に歯牙の形態学的,系統学的研究

諏訪 元

オモ川流域出土の遊離歯の形態学的研究を行い,

これまで知見の少ない二～三百万年前のヒト科の

系統を考察した｡

総 祝

1)岩本光雄 (1987):サルの分校名くその3:

コロブスモンキー,ラング-ルなど).詔長

類研究 3(1):76-88.

2)岩本光雄 (1987):サルの分校名(その4:

類人猿 )｡詔長拭研究 3(2):119-126.

輪 文

1)Kimura,T.(1987):Developmentof

chimpanzeelocomotionoflevelsurface.

HumanEvolution2(2):107-119.

報告 ･その他

1)Kawamoto,Y.,Hamada,Y.,Suryobroto,

B.,Watanabe,T.,Iwamoto,M.andTa･

kenaka,0.(1988):A casestudyonthe

geneticvariationwithinandbetween

-12-



troopsoftheblackape.Macacanigra.

KyotoUniversityOverseasResearch

ReportofStudiesonAsianNon･human

primatesⅥ:15-17.

2)Ham ada,Y.,Suryobroto,B.,Takenaka,

0.,Iwamoto,M.,Watanabe,T.andKa-

wamoto,Y.(1988):Distributionof

threespeciesofmacaquesinthe

nortbernpeninsulaofSulawesi.Kyoto

UniversityOverseasResearcIIReport

ofStudiesonAsianNon･humanPri･

matesⅥ:19-30.

8)Hamada,Y.,Watanabe,T.,Suryobroto,

B.andIwam oto,M.(1988):Morpholo-

giCal studiesoftheSulawesimacaqu-

es:morphologicalspeciali2:ationinthe

blackape(Macacanigra)withecolo･

gicalandsociologiCal consideration.

KyotoUniversityOverseasResearch

ReportofStudiesonAsian Non-hu-

manPrimatesⅥ:31-47.

4)Watanabe,T.,Hamada,Y.,Suryobroto,

B.andIwam oto,M.(1988):Somatome･

triCal dataoftheSulawesimacaques

andpigtailscollectedin1984and1987･

KyotoUniversityOverseasResear血

ReportofStudiesonAs ian Non-hu-

manPrimatesⅥ:49-57.

5)Suryobroto.B.,andlwamoto,M.(198

8):Bimanual correlationandasymme-

tryinpalmerdermatoglyphicspattern:

anobservationonIndonesianmacaques.

KyotoUniversityOverseasResearch

ReportofStudiesonAsianN)n-hu･

manPrimatesⅥ:57-65.

6)Akn2:aWa,T.,Kimura,T.,Hirai,Y.and

Narasaki,S.(1987):1984excavationat

Douaracave:methodsandtechniques.

In:PaleolithicSiteofDouaraCave

andPaleogeographyofPalmyraBasin

inSyria.Pt.〟.1984Excavations.(Eds.

Aknzawa,T.zmdSaknguchi,Y.)Univer.

sityofTokyoPress,Tokyo,41-48,Pl･

31-34.

7)木村 焚(1987):運動様式からみたヒトと

サルの分化.入獄の塩狩と系統をめぐる分子

進化の研究推進.昭和61年度文部省科学研究

乃総合B 61308008 代髭者江原昭苛 報

告か P.87-44.

8)Mouri,T.(1988):Intergenericcompari･
sonofceboidcranialmeaSurementS.

KyotoUniversityOverseasResearch

ReportofNew WorldMonkeyvI:231

31.

学会発表

1)浜田 稜 .竹中 修 ･岩本光雄 ･淀辺 毅 ･

パンパンースT)ヨプロト(1987):北スラウ

ェシ半島に生息する8種マカクの分布状況に

ついて.荊8回日本詔長頬学会大会,詔長類

研究 3(2):167.

2)岩本光雄 ･長谷川苔和 (1987):木更津近郊

および藤沢市内出土のサル化石について.節

8回日本正長斯学会大会,詔長析研究 3(2):

168.

8)岩永光雄 (1987):歯数の減少傾向にみられ

る歯の大進化 郡41回日本人獄学会日本民族

学会連合大会 (シンポジウム ｢入獄学と歯｣

講演 ),入獄誌.96(2):194.

4)酒井英男 ･木村 !?･赤沢 威 (1987):シ

7)ア ･ドゥアラ洞田内旧石器追跡における古

地磁気.地球昭磁気学会 (福岡 ).

5)木村 焚く1987):詔長籾四足非行の比較運

動学.荊3回日本詔長期学会大会,詔長旅研

究 3(2):162.

6)木村 焚 ･浜田 根(1987):ニホンザルの

骨端括合年齢について.第41回日本人類学会

日本民族学会迎合大会,人類誌 96(2):234.

7)毛利俊雄 (1987):申 ･大型新世界ザルの頭

蓋計測値の分析.邦 3回日本詔長所学会大会,

霊長類研究 8(2):165.

8)毛利俊雄 (1987):新世界ザルの頭蓋計測値

の分析.釘41回日本人柄学会日本民族学会迎

合大会,人折詰96(2):233.

9)毛利俊雄 (1987):頭骨からみた新世界ザル

の進化.中部人Hi学談話会.

-13-


